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主
な
内
容 

セーフティ教室 

朝ごはんを毎日食べよう！ 

「キャベたまたんていとなぞを

追え！　三田村信行展」 

わがまち学校たんけん隊！ 
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携帯電話用 
ＱＲコード 

教育目標
　町田市教育委員会は、子どもたちが知性と感性をは
ぐくみ、心身ともに健康で人間性豊かに成長し、互い
の人格を尊重するとともに社会の一員としての自覚を
もって地域にかかわる人間に育つことを目指します。
　また、だれもが生涯を通じ、あらゆる場で学び、支
え合うことができる社会の実現を目指します。

　保護者や地域、関係諸機関と
学校とが連携した健全育成など
の教育の取組を進めるととも
に、情報発信や公開、学校評価
を充実し、信頼される学校づく
りを進めます。

　日本国憲法及び教育基本法の
精神を基盤とし、人権尊重を柱
とする町田市子ども憲章の趣旨
を生かして、次代を担う子ども
たちに、将来の職業や生活を見
通して社会の中で自立的に生き
る力や生涯にわたって学び続け
る意欲、健やかな精神や豊かな
心をはぐくみます。

　様々な教育課題に対応
し、子どもたちにとって
よりよい教育を進めるた
めに、教育環境を充実・
整備し、教師の指導力を
含めた学校の教育力の向
上を図ります。

基本方針１

▲真剣な眼差しで取り組む職場体験

生涯学習の推進
基本方針４基本方針４

▲陶芸講座
　作品づくりの様子

s人気の高いまちだ
　市民国際学講座

家庭、地域、学校が
連携した教育の推進

基本方針３基本方針３

▲学校支援ボランテ
ィアの協力による
わら細工作り

▲田植えを通して、食育
を推進しています

▲図書管理システムの導入によ
り、図書の貸出がスムーズに

基本方針２

学校の教育力の向上
基本方針２基本方針１

子どもたちの生きる力と
健やかな精神の育成

　市民が生涯にわたって、い
つでもどこでも自由に学び続
けることができる社会を目指
し、学習の場や機会の充実、
環境の整備を進めます。

▲教育効果の高い電子
黒板を使った授業

▲日本の伝統・文化に触れる茶道体験
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子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
、

子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
、
元
気
で

楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
市
内
全
て
の
小

・
中
学
校
に
お
い
て
セ
ー
フ
テ
ィ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▲木曽境川小学校
緑のカーテン

　

平
成　

年
３
月
か
ら
６
月
ま
で

２３

の
間
に
、
定
例
会
４
回
、
臨
時
会

４
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

件
５１

の
議
案
を
審
議
し
、
４
件
を
協
議

し
ま
し
た
。
ま
た
、　

件
の
請
願
、

１２

　

件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
以

３５下
に
そ
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

【
議　

案
】

○
町
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
条

例
（
案
）
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し

た
。

○
町
田
市
生
涯
学
習
審
議
会
条
例

（
案
）
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
文
化
財
指
定
基
準
の
制

定
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

【
協
議
事
項
】

○
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー
建
替
え
に

伴
う
図
書
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て【請　

願
】

○
教
科
書
採
択
の
方
法
に
関
す
る

請
願
・
・
・
不
採
択

○
歴
史
教
科
書
の
採
択
に
あ
た
っ

て
の
請
願
・
・
・
不
採
択

○
神
話
記
載
の
歴
史
教
科
書
の
採

択
を
・
・
・
不
採
択

○
教
科
書
採
択
に
関
わ
る
教
育
委

員
会
の
役
割
に
関
す
る
請
願
・
・

・
趣
旨
採
択

【
報
告
事
項
】

○
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ

る
学
校
施
設
被
災
状
況
に
つ
い
て

○
鶴
川
駅
前
公
共
施
設
の
概
要
に

つ
い
て

○
町
田
市
立
小
・
中
学
校
選
択
制

度
等
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
制

定
に
つ
い
て

○
第
二
次
町
田
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
会
議
設
置
要
綱
の
制
定
に

つ
い
て

○
（
仮
称
）
町
田
市
立
大
戸
・
武

蔵
岡
合
同
校
舎
型
小
中
一
貫
校
の

呼
称
検
討
委
員
会
設
置
要
綱
の
制

定
に
つ
い
て

　

町
田
市
で
は
、
２
０
０
５
年
度

か
ら
す
べ
て
の
小
･
中
学
校
で
セ

ー
フ
テ
ィ
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
非
行
・
犯
罪
被

害
防
止
を
目
的
と
し
て
、
飲
酒
・

喫
煙
防
止
、
薬
物
乱
用
防
止
、
万

引
き
防
止
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

携
帯
電
話
等
の
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
防

止
、
連
れ
去
り
・
性
被
害
防
止
等

に
つ
な
が
る
悪
い
誘
い
の
断
り
方

な
ど
の
内
容
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

【小学校】
小学校名曜日日月
南 第 四火６

９

小 川月１２
鶴 川 第 一水１４
南 第 一金１６
南 第 三火２０
鶴 間木２２
小 山 田 南月２６
南つくし野火２７
小 山 田木２９
本 町 田金３０
大 蔵金１４１０
木 曽 境 川火２２

１１
南 第 一金２５

【中学校】
中学校名曜日日月
真 光 寺水２８９
鶴 川金２５１１

※なお、この表に掲載のない学
校については、すでに実施され
ました。

　

各
学
校
の
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
の

内
容
で
す
が
、
今
年
度
は
、
万
引

防
止
、
薬
物
乱
用
防
止
、
ハ
イ
テ

ク
犯
罪
防
止
に
関
す
る
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
。

　

開
催
日
程
に
つ
い
て
は
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
参
加
を

希
望
さ
れ
る
場
合
、
セ
ー
フ
テ
ィ

教
室
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

直
接
学
校
へ
ご
確
認
下
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す

べ
き
な
の
か
、
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
安
全
な
地
域
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
を
通
し
て
学
校
と
と
も
に

考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
の
開
催
予
定
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
体
力
・
運
動
能
力
、

　
　
　
　
　

運
動
習
慣
等
調
査
〜

　

４
月
か
ら
６
月
の
間
に
、
小
学

５
学
年
と
中
学
２
学
年
を
対
象
に
、

「
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣

等
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
調
査
結
果
に
関
し
て

は
、
９
月
下
旬
以
降
に
東
京
都
か

ら
学
校
に
返
却
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

町
田
市
で
は
す
で
に
、
全
て
の

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
地
域
や

学
校
の
実
態
に
合
っ
た
特
色
あ
る

体
力
向
上
の
た
め
、
縄
跳
び
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
な
ど
「
一
校
一
取
組
」

運
動
を
実
施
し
て
お
り
、
調
査
結

果
が
楽
し
み
で
す
。

　

東
京
都
の
昨
年
度
結
果
か
ら
の

考
察
に
よ
る
と
、
「
朝
食
を
毎
日

食
べ
る
か
ど
う
か
と
い
う
生
活
習

慣
と
今
回
お
こ
な
っ
た
体
力
テ
ス

ト
の
合
計
得
点
と
の
関
係
で
は
、

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
『
毎
日

食
べ
る
者
』
と
『
毎
日
食
べ
な
い

者
』
の
体
力
テ
ス
ト
の
合
計
得
点

の
差
が
大
き
く
な
る
」
と
い
う
こ

と
が
言
え
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
に
「
早
寝
早
起

１８

き
朝
ご
は
ん
」
全
国
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

問
題
は
大
人
一
人
一
人
の
意
識
の

問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
や
生
活

リ
ズ
ム
の
向
上
に
つ
な
げ
る
第
一

歩
と
し
て
、
毎
日
、
朝
ご
は
ん
を

食
べ
る
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ

せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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〜
家
庭
で
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
〜

　

教
育
委
員
会
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
向
け
て
、
電
気
を
こ
ま
め
に

消
す
な
ど
の
節
電
や
ご
み
の
減
量

を
通
し
て
、
環
境
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
の
小
学
５
年
生
、
中
学
１

年
生
の
全
家
庭
を
中
心
に
、
『
Ｃ

Ｏ
２
削
減
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間
』
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
の
環
境
を
守
る
た
め
に

「
今
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
家
庭
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

通
常
開
催
の
教
育
委
員
会
会
議

で
は
定
員
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
が
、

８
月
に
開
催
す
る
会
議
に
つ
い
て

は
、
定
員
を
設
け
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
電
話
申
込
み
が
必
要
で
す
。

①
８
月　

日
（
金
）
午
前　

時
〜

１２

１０

定
例
会
（
予
定
審
議
事
項
・
町
田

市
立
中
学
校
教
科
用
図
書
調
査
協

議
会
の
報
告
ほ
か
）

②
８
月　

日
（
水
）
午
前　

時
〜

２４

１０

臨
時
会
（
予
定
審
議
事
項
・
２
０

１
２
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図

書
採
択
）

申
込
み
期
間
と
受
付
時
間

①
８
月　

日
（
金
）
定
例
会
を
傍

１２

聴
希
望
さ
れ
る
方

７
月　

日（
水
）〜
８
月
３
日（
水
）

２０

②
８
月　

日
（
水
）
臨
時
会
を
傍

２４

聴
希
望
さ
れ
る
方

８
月
４
日（
木
）〜
８
月　

日（
金
）

１９

※
い
ず
れ
も
土
・
日
を
除
く
９
時

か
ら　

時
、
教
育
総
務
課
へ

１７

定
員
①
②
と
も
に
各　

人
（
申
込

７０

み
順
）

問
い
合
わ
せ
教
育
総
務
課

1
７
２
４
・
２
１
７
２

　

町
田
市
内
及
び
近
隣
の
各
事
業

所
や
公
共
施
設
に
お
い
て
、
市
内

中
学
２
年
生
約
３
２
０
０
人
を
対

象
に
、
職
場
体
験
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
可
能
性
を

発
見
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
け
入
れ
先
事
業
所
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
指

導
課
（
1
７
２
４
・
２
１
５
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

東日本大震災による学校の被害と対応

被

害

課

題

と

対

応

受
け
入
れ

▲小山ヶ丘小学校
節電を呼びかける掲示

２
０
１
２
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書
採
択
に
係
る
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きききききききききききききききききききききききききききききききききき

＊２０１１年度　実施日および実施校＊
【第１期】
９月１２日（月）から９月１６日（金）まで（８校）
鶴川中学校、鶴川第二中学校、真光寺中学校、
忠生中学校、木曽中学校、小山田中学校、堺
中学校、武蔵岡中学校
【第２期】
１１月２１日（月）から１１月２５日（金）まで（６校）
町田第一中学校、町田第二中学校、つくし野
中学校、南成瀬中学校、薬師中学校、山崎中
学校
【第３期】
１月２３日（月）から１月２７日（金）（５校）
町田第三中学校、南大谷中学校、南中学校、
成瀬台中学校、金井中学校

３月～

６月

学
校
の

取
り
組
み

職場体験事業 地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででででででででででででででで支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支ええええええええええええええええええええええええええよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよようううううううううううううううううううううううううう

「町田っ子」の未来探し

　２０１１年３月１１日に発生した東日本大震災では、幸いにも
市立小・中学校の児童・生徒のけがなど、人的被害は１件
も発生しませんでした。学校施設の被害は、壁の仕上げモ
ルタル等のはく離や落下など、何らかの被害が４０校を超え
る学校で発生しましたが、建物の構造的な大きな損傷は受
けずにすみました。

　地震発生が下校時刻と重なったこと、情報網や交通網が
麻痺し、市内で停電が発生したことで、連絡体制が確保で
きず、学校により対応に違いが生じました。これらの課題
を受け、次のような改善を図っていきます。
①全校で「緊急対応マニュアル」を作成し、非常災害時に
は家庭へ確実に引渡しを行い、家族が不在の場合は、学
校で保護することを確認する。

②「学校一斉送信メール」を全校で活用するなど、緊急時
の連絡体制の整備を進める。

③教育委員会と学校との通信手段を確保するため、全校に
ＰＨＳ端末を配備する。

　今回の震災では被災地から５４人の児童・生徒が町田市内
２１校の小・中学校に転入してきました。卒業生・ＰＴＡ・
地域の方々から、ランドセル、制服、リコーダーなど多く
のご支援ご協力をいただき、ありがとうございました。

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

〜
家
庭
・
学
校
・
地
域
で

子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
〜

朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
はははははははははははははははははははははははははははははははははは
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
をををををををををををををををををををををををををををををををををを

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううううううううううううううううううううう
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

東日本大震災による学校の被害と対応

学
校
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取
り
組
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ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は

「
あ
な
た
を
励
ま
し
、
地
域
を
育

て
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
講
座
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

後
期
講
座
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◇　

◇　

◇

○
ま
ち
だ
市
民
環
境
講
座

　
「
町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
か
ら
世
界
規
模
の
環
境
問
題

ま
で
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
の
中
で

で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
リ
サ

イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
や
剪
定
枝

資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
も
実
施

し
ま
す
。

○
陶
芸
入
門
講
座

　

花
器
、
茶
碗
の
他
に
、
縄
文
土

器
を
制
作
し
、
野
焼
き
体
験
も
行

い
ま
す
。

○
陶
芸
電
動
ロ
ク
ロ
体
験
講
座

　

町
田
の
や
き
も
の
の
歴
史
や
、

や
き
も
の
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
学
び
な
が
ら
、
作
品
の
制
作
を

行
い
ま
す
。

○
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の

健
康
学（
今
年
度
後
期
よ
り
開
講
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
健
康
に

つ
い
て
考
え
、
講
義
を
中
心
に
行

う
講
座
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

他
に
次
の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

○
ま
ち
だ
市
民
国
際
学

○
町
田
の
郷
土
史
Ⅱ

○
人
間
関
係
学

　

現
在
、
後
期
講
座
受
講
生
の
募

集
案
内
を
各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
図

書
館
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
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民
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Ｓ
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５

まちだ市民大学 

講座紹介 

まちだ市民大学 

講座紹介 

▲陶芸入門講座作業風景

　本町田遺跡は１９６７年に発掘調査が行われ、およそ５５００年前の縄文時代前期の住居
跡が４軒とおよそ２０００年前の弥生時代中期の住居跡７軒が発見されました。これら
は多摩丘陵地域における縄文時代・弥生時代の典型的な集落形態をとっています。
その後、遺跡公園として整備され、それぞれの時代の住居が１軒ずつ復元されまし
たが、老朽化が進んだため２００７年より復旧工事が行われ、本年７月１６日に一部をリ
ニューアルオープンしました。今後、多目的施設等の整備を行う予定です。

所　　在：本町田３４５５－３６
開園時間：９：００～１６：３０
休 園 日：月曜日（祝日の場合は開園、翌日休園）
案　　内：小田急町田駅西口バスセンター１番乗り場から藤の台団地行きバスで

「市立博物館」下車、徒歩７分

載連

町田市の文化財をご存知ですか
第４回　本町田遺跡（東京都指定史跡）

　

子
ど
も
と
本
と
の
出
合
い
は
、

い
つ
、
ど
ん
な
形
で
訪
れ
る
で
し

ょ
う
か
？
「
こ
ん
な
子
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
「
こ
ん
な
こ
と
に
目
を

向
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を

こ
め
て
、
多
く
は
大
人
が
演
出
す

る
も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
大
人

が
考
え
る
、子
ど
も
に
と
っ
て〈
良

い
物
語
〉
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の

で
し
ょ
う
。
心
温
ま
る
や
さ
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
仲
間
と
の
友
情

が
テ
ー
マ
の
作
品
…
…
。
子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
る
が
ゆ
え
に
、
理

想
を
描
い
た
物
語
ば
か
り
が
良
い

も
の
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
し
か
し
、こ
の
こ
と
は
、

子
ど
も
が
読
む
物
語
の
多
様
性
を

狭
め
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
で
し

ょ
う
か
？

　

本
展
で
ご
紹
介
す
る
町
田
在
住

の
児
童
文
学
作
家
・
三
田
村
信
行

さ
ん
の
作
品
は
、
誰
も
が
漠
然
と

抱
い
て
い
る
子
ど
も
の
本
の
イ
メ

ー
ジ
と
は
、
少
し
違
っ
た
色
合
い

が
あ
り
ま
す
。
ほ
の
ぼ
の
し
た
雰

囲
気
の
作
品
で
も
ち
ら
り
と
影
が

の
ぞ
い
た
り
、
何
の
疑
い
も
な
く

受
け
入
れ
て
い
た
日
常
が
ふ
と
し

た
き
っ
か
け
か
ら
異
質
な
も
の
に

変
容
し
て
し
ま
っ
た
り
…
…
。
な

ぞ
と
き
を
楽
し
む
探
偵
物
語
や
、

歴
史
上
の
人
物
の
生
き
方
を
追
っ

た
時
代
小
説
な
ど
で
も
物
事
の
影

の
部
分
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
現
実
の
生
活
の

中
で
、
本
人
の
意
思
や
行
動
と
は

裏
腹
に
、
不
条
理
な
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
こ
に
用
意
さ
れ
た
答
え

は
な
く
、
解
決
の
糸
口
を
自
ら
の

手
で
探
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
、
三
田
村

さ
ん
は
〈
児
童
文
学
〉
と
い
う
形

で
描
き
出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

２
部
構
成
の
本
展
で
は
、
第
１

部
に
お
い
て
三
田
村
さ
ん
の
作
品

の
魅
力
を
モ
チ
ー
フ
ご
と
に
紹
介

し
、
そ
の
魅
力
を
探
り
ま
す
。『
お

と
う
さ
ん
が
い
っ
ぱ
い
』
な
ど
で

三
田
村
さ
ん
と
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ

佐
々
木
マ
キ
さ
ん
の
作
品
を
は
じ

め
、挿
絵
の
原
画
も
展
示
し
ま
す
。

第
２
部
で
は
、
近
年
、
特
に
人
気

の
高
い「
キ
ャ
ベ
た
ま
た
ん
て
い
」

シ
リ
ー
ズ
の
世
界
を
再
現
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
不
思
議
な
事
件
と

ユ
ニ
ー
ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
魅

力
で
す
。
キ
ャ
ベ
た
ま
た
ん
て
い

は
柔
軟
な
発
想
と
行
動
力
を
駆
使

し
て
真
相
を
解
明
し
て
い
き
ま
す

が
、
犯
人
が
わ
か
っ
て
も
捕
ま
え

て
こ
ら
し
め
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

事
件
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
彼
ら
が
抱
え
た
問
題
を
解
決

す
る
方
法
を
導
き
出
す
の
で
す
。

　

今
回
は
ど
ん
な
な
ぞ
が
隠
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
な
ぞ
を
追
い

な
が
ら
、
お
話
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

一
味
違
っ
た
物
語
の
世
界
と
の

出
合
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

文
学
館
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。
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キャベたまたんていと 
なぞを追え！ 

キャベたまたんていと 
なぞを追え！ 三田村信行展 三田村信行展 

※月曜、第２木曜日休館（ただし９月１９日は開館）　※電力需給の状況により、開館日時等を変更する場合があります。 

入場 
無料 

１０：００～１７：００ 町田市民文学館ことばらんど ７/２３● ９/２５● 土 日 

ことばらんど劇場 ことばらんど劇場 

日時：７月２３日（土） 
１０：００～１１：００ 

定員：１００名（先着順） 
申込み不要 

Ⅰ．「“キャベたまたんていカルタ”をつくろう！」 
日時：８月４日（木）１４：００～１６：００ 
対象：小学１年生～６年生 
定員：２０名（先着順） 

Ⅱ．「キャベたま工作会」 
日時：８月９日（火） 

①１０：００～１２：００　②１３：３０～１５：３０ 
Ⅲ．「おはなし作りにチャレンジ！」 
日時：８月１８日（木） 

①１０：００～１２：００　②１３：３０～１５：３０ 
※ⅡⅢともに 
講師：宮本えつよしさん 
対象：小学３年生～６年生 
定員：各回２０名（先着順） 
※申込み（Ⅰ～Ⅲ全て） 
７月２１日（木）９：００～　 
電話で町田市民文学館（７３９－３４２０）へ 

日時：８月２７日（土）１１：００～１２：００ 
上演：ひなた村人形劇グループ「千羽鶴」 

町田かみしばいサークルふわふわ座 
定員：１００名（先着順）　※申込み不要 

「来て・見て・広げよう！ 
　　　　　　　おはなしの世界」 

日時：９月１１日（日）１４：００～１６：００ 
対象：一般 
定員：１００名（先着順） 
申込み：８月１日（月）１３：００～ 
電話で町田市イベントダイヤル（７２４－５６５６）へ 

三田村信行さん×宮本えつよしさん対談 三田村信行さん×宮本えつよしさん対談 

日時：７月２７日（水）、８月１３日（土）、８月２４日（水）、９月
１０日（土）、９月２１日（水）いずれも１４：３０～１５：３０ 

※申込み不要 

日時：毎週土曜日１４：００～１４：３０（７月２３日はのぞく） 
定員：２０名（先着順）　※申込み不要 

Ⅰ．なぞとき！ワークシート 
Ⅱ．キッズパスポート（夏休み期間中） 
Ⅲ．文学館共通パスポート 
鎌倉文学館、神奈川近代文学館との共通
パスポート。（期間８月２日～３１日） 

いつでも参加できるイベント いつでも参加できるイベント 

「キャベたまたんていが生まれるまで」 「キャベたまたんていが生まれるまで」 

オープニングイベント 

展示解説 

あつまれ！土曜おはなし会 

プレイルーム 
 

展示解説 

あつまれ！土曜おはなし会 

日時：毎週水曜日１０：００～１６：３０ 
プレイルーム 
 

オープニングイベント 

ワークショップ ワークショップ 



２０１１．７．２１ （４）

　本校は東京都人権尊重教育推進校とし
て、全ての教育活動を通し、道徳教育の充
実を図るとともに人権教育の推進を図って
います。今年は特に各学年における教科等
の指導を通して、人権尊重の理念である「思
いやり」や「親切」、「生命尊重」や「社
会規範」などについて考える授業や、東京
都の人権課題である「女性」や「子供」、
「高齢者」などの問題を考える授業を中心
に校内の研究に取り組んでいます。
　特に、地域の特性を生かした取り組みとしては、自然や人とのかかわ

りなどの体験活動を重視しています。
　例えば、運動会では６年生が全員ピ
ラミッドに挑戦して、力を合わせるこ
との大切さを学びました。また、６月
２５日には、子どもたちが学年を越えて
ふれ合う活動として「町五ふれあいま
つり」を行いました。６月は東京都の
「ふれあい月間」でもありましたので、
人とのかかわりの大切さについて、講
話や授業でたくさん学び、考えること
も大切にしました。

　これらの活動は、学校だけでなく玉川学園の家庭や地域の教育力・ネ
ットワークにより実現できている
ところです。将来、子どもたちが
ふるさと玉川学園の担い手となれ
ることを願いながら、豊かな体験
活動の充実と学校・家庭・地域が
共に育てる活動の充実をこれから
も図っていきます。

　○あいさつがしっかりできる生徒　○真剣に学び取ろうとする生徒
　○思いやりがある生徒　　　　　　○協力して行事に取り組む生徒
　○自ら心身を鍛える生徒

　これらを土台に、より高きを求めて、相互に認め、励まし合い、進ん
で学び、たくましく、思いやりと節度ある生徒を育てるために、保護者
・地域社会に「信頼され、愛され、支えられる学校」をキーワードに、
保護者・地域社会の人々とともに、子どもを育てる喜びを共有する教育
活動に励んでいます。

【特色ある教育活動】
つく中フェスタ３６〈１０月２９日（土）〉
　“絆・心ひとつに”を今年度のテー
マとし、ＰＴＡ活動の１つの柱として、
生徒・保護者・地域の諸団体の参加・
協力による手作りのイベント（お祭り）
が開催されます。校庭に特設ステージ
を設け、吹奏楽部のオープニングから、
有志のダンス、コーラスの発表や各部

活動のゲームコーナ
ー、バザー、恒例とな
っている「父親の会」
のフードコーナーな
ど、つくし野中でうら
らかな秋の一日を楽し
んでみませんか。

　三中の名物と言えば校庭の南側にズラリ
と並んだ桜並木でしょう。開校時に植えた
と思われるこのソメイヨシノの大木は、入
学式の素晴らしい演出や満開の美しさはも
ちろんのこと、体育大会や体育の授業、夏
の部活動の時には気持ちよい木陰をつくり、
生徒たちの憩いの場となっています。今年
は、生徒会の提案で満開の桜の下「お花見
お弁当会」が開かれました。１辺が１０ｍの
正方形のブルーシートにお弁当や給食をも
って一クラスずつ座り、のどかなひととき
を楽しみました。お弁当を食べ終わった後
は、舞い落ちる花びらを楽しんだりしてと
ても楽しかったと評判でした。
　また、今年の生徒会はなかなか活発で、
いろいろなアイデアを出し、楽しい企画を
しています。この「お花見お弁当会」の次は、スクールマスコット「三
中マン」の登場です。実はこの企画、昨年度からあったもので、三中の
生徒のマスコットとなるようなマークを創ろうとアイデアを練っていた
のです。全校生徒からマスコットのデザインを募集し、その中からよい
ものを投票で選ぶことにしました。三中のシンボルとも言える「桜」、
校歌に登場する「ツバメ」などいろいろなアイデアの中から一番人気の
高かった「三中マン」が選ばれました。仕上げは宮下副校長先生が、得
意のマンガの腕前を生かし、下のようなスクールマスコット「三中マン」

が完成しました。
体育大会では４色
のクラスカラーで
お目見えし、なか
なかの評判でした。

▲舞い落ちる花びら
　をつかまえました

▲満開の桜の木の下での昼食

▲ダンスステージ

▲道徳の授業の様子

▲

町
五
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

▲６年生　運動会全員ピラミッド

　今年度、学校の花壇を開墾して
新たにもう一つ、学校の水田（一
面あたり縦３ｍ×横１１ｍ）が完成。
２つの水田は太いパイプでつない
で水管理をしています。
　おそらく、学校敷地内にある水
田としては町田市内の小学校で一
番大きい水田でしょう。６月１６日
には５年生が田植えを行いました。
「しろかき」をして２週間経ってからの少し遅い田植えでした。子ども
たちは農業ボランティアの方の指導のもと、膝まで田んぼに入りながら
元気に苗を植えました。苗は教室で育てたものと小山田地域から提供さ
れた６種類の稲です（コシヒカリ、日本晴、絹光り、古代米、黒米、赤
米）。どれだけ収穫できるかは天候次第ですが、水の管理、生育を記録
しながら豊作になるよう祈ります。バケツ稲作りも同時に行っています。
各学級１０個のバケツに「コシヒカリ」を育てます。バケツは水の管理が
大変ですが稲刈りの時季まで様子を見ながら水や追肥を入れていきま
す。他にも南大谷小学校の農園では黒豆・ジャガイモ・サツマイモ・ト
マト・里芋そして陸稲（畑で作る餅米）を栽培しています。収穫が楽し
みです。自分たちの手で作って食べる生産体験活動を通して、生きる力、

思いやりの心、
感謝の心を育て
ます。
　また、今年度
は、校庭の芝生
化やグリーンカ
ーテンにもチャ
レンジし、環境
教育を一層推進
していきます。
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つくし野中学校に代々受け継がれてきた良き伝統
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▲農業ボランティアに
よる種まきの説明

▲手作りの水田２面
をつなぐ配水管
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▲コーラスの発表




